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　市では、長年にわたりひとつの職業に従事する職人の皆さん
を、技能功労者としてその功績を称えています。今年度、受賞
された建築大工や左官など１９人の皆さんを紹介します。

整備士
　森　　信司　　（石川）
クリーニング職
　川口　靖　　　（大手町）
理容師
　海野　裕一　　（市道町）
　内山　博文　　（高沢町）
美容師
　佐藤　みゆき　（大岡）
　清野　三男　　（吉田町）
調理師
　斉藤　重昭　　（大手町）
　相磯　文安　　（下香貫牛臥）

鉄工
　畠山　昭夫　　（錦町）
水産物加工職
　田内　克彦　　（口野）
　鈴木　康之　　（下河原町）
配電盤・制御盤組立工
　大島　誠　　　（東原）
段ボール製造工
　杉山　やす子　（岡宮）　

表彰を受けた皆さん、　
おめでとうございます。

建築大工
　櫻井　謙治　　（大岡）
左官
　宮古　哲也　　（平沼）
鳶職
　間宮　哲生　　（志下）
畳職
　柳本　光雄　　（小諏訪）
塗装看板工
　米山　和良　　（黒瀬町）
石工
　眞島　一浩　　（松長）

※敬称は省略しています。

沼津市技能功労者に選ばれて
　石材業を営む眞島さんは、創業１７４年と
なる真真島石材真業真真真真真真真真真真真真
石や石碑真製作真ほか、真石真耐震化を考
え、コーキング施真を取り入れて安全安心
な建立を行ってきました真

思いを形にすることをこれからも
　眞島さんは「真石や石碑は１００年先もそ
真先も形に残るも真だからこそ、依頼者真
思いを受け止め、ひとつひとつ丁寧に製作
していま真」と話しま真真
　港口公園にある、第二次世界大戦中、リ
トアニア真ユダヤ人に「命真ビザ」を発給し
た外交官・杉原千畝夫妻真顕彰碑を製作し
た真も眞島さん真真真「顕彰碑建立に携わ
ることが真きた真もご縁あって真こと真真真
杉原夫妻真足跡をゆかりある沼津に刻むこ
とが真きて光栄に思いま真真こ真先も真心
込めて製作を続けていきたい真真ね」と力
強く抱負を語ってくれました真　

受賞者の喜びの声
眞島　一浩さん　（石工）

４0年の長きにわたって、確かな技術
力で、墓石や石碑の製作に励んでこ
られました。

　石材業は機械を使いながら作業真ること
が主流となっているそう真真真「昔は石を磨
いたり字を彫ったり真る真は全て手作業真
した真今は主に機械を使いながら製作して
いま真真真、こ真たび技能功労者に選ばれ
たことに恐縮していま真」と話してくれま
した真
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文化振興課

　市では、市民の皆さんの意見や要望を今後の市政運営に反映
するため、毎年度市民意識調査を実施しています。今年度の結
果を一部抜粋し、その概要を紹介します。

作品名　「２0２0．9．１６　１６：１４」

　戦後の日本現代版画界を代表するひとりで、本市ゆかりの版
画家である山口源。その功績を顕彰し、芸術文化の向上を図る
目的で設けられた山口源新人賞の第４０回受賞者が決定しました。
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　　シルクスクリーン　縦１２４ｃｍ×横１７２ｃｍ
　この度は名誉ある賞を頂

ちょうだい
戴し誠に光栄に

存じます。
　過去に制作した作品の中で最も思い入れ
のある大学院の修了制作である今作品が評
価していただけたことを、大変嬉しく思い
ます。
　この春から社会人になり、学生のときに
比べ作品と向き合える時間が減ってしまっ
た今の環境でも自分の中の意識と対

たいじ
峙し続

けたいと思っています。

　私は日々の中で何気なく撮影している自
分の日常風景写真をもとにタブレットを使
ってドローイングを描き、版画作品に展開
しています。
　今回の受賞作品のタイトルは写真を撮影
したときの日付と時間です。私の日常風景
作品のシリーズのタイトルは全て、もとに
した写真を撮影した日時としています。

※�その他結果の詳細は、市ホームページをご覧ください。 広報ぬまづ

　４０代以上では認知度が５
割を超えていますが、３０代
以下の若年層においては認
知度が低い傾向にあること
がわかりました。

「ぬまづの宝１００選」を知っていますか？Q

A 認知度は約５割。

　クレジットカード、電子マネーなどのキ
ャッシュレス決済を利用したことがある人
は全体で８２．６％でした。年代別で最も利用
率が低かった７０代でも６０％以上の人が利用
したことがあり、キャッシュレス決済がか
なり浸透していることがわかりました。

キャッシュレス決済を利用したことが
ありますか？Q

A どの年代でも６割以上の人が利用し
たことがある。

「省エネ・省資源行動」を実施してい
ますか？Q

A ８割以上の人が「省エネ・省資源行動」
を実践している。

　８６．３％の人が、マイバッグを持参する、
使わない部屋や場所の消灯をする、ごみの
分別に気を付けるといった「省エネ・省資
源行動」を意識して実践していることがわ
かりました。
　今後も一人でも多くの皆さんが継続して
行動できるよう、積極的な情報発信等に努
めていきます。

受賞者
　
　三

みやけ

宅　葵
あおい

さん
　（大阪府在住）

受賞のコメント作品の由来とモチーフに対する思い
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